
千
畑
地
区

六
郷
地
区

仙
南
地
区

元本堂南部、元本堂北部、黒沢、大坂、善知鳥、千屋北部、千屋中部、千屋南部
一丈木、第一暁、第二暁、小荒川、土崎南部、土崎北部、本堂東部、本堂中部、本堂西部
塚、湯竹、大畑、大柳、善元寺、外川原、上畑屋、下畑屋、羽貫谷地、安城寺上、安城寺下、中野
大町、荒町、古町、赤城、本館、大荒田、浮池、遠槻、小安門住宅、都野、上町、新町、米町、馬町、
旭町、作山
西高方町、琴平、東高方町、本道町、宝門町、上鑓田、中鑓田、下鑓田
野中、押切紀の国、雀柳、北雀柳、細筑、関田、中村、中通り、荒川、七滝、四ツ屋、明田地
上深井、駅前、佐野、南町、天神堂、扇田、御前、鶴水、中島・藤原、橋本、上中野町、下中野町
川原保、中関、谷地中、森先、上前郷、中前郷、下前郷、米ノ口、上野荒町、下野荒町、籠林、寺田、
明田地、長岡森、野際、茨島、石神
後三年、元村、四ツ谷、下タ堰、菅谷地、八卦・熊堂、新田、本田、万願寺、上千小町田、下千間谷
地、百目木、石柳、笹巻、大久保、釜蓋、今泉、町田、上菻沢、下菻沢、山本、谷地川

第１分団
分団名

区　分
受　持　区　域

地区

第２分団
第３分団

第４分団

第５分団
第６分団
第７分団

第８分団

第９分団

平成26年
４月以降の
分団構成

第１分団

第2分団

第3分団

第4分団

第5分団

第6分団

第7分団

第9分団

第8分団
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佐
々
木
和
寛（
同
）、  

髙
橋
誠
一（
第
４
分
団
団
員
）、

佐
々
木
正
春（
第
６
分
団
団
員
）、  

髙
橋
仁（
第
７

分
団
団
員
）、 

髙
橋
弘
樹（
第
９
分
団
団
員
）、 

加
藤

誠（
第
12
分
団
団
員
）、  

伊
藤
淳（
第
13
分
団
団
員
）

【
秋
田
県
消
防
協
会
大
仙
仙
北
美
郷
支
部
長
表
彰
】

▼
精
勤
章
（
７
年
以
上
勤
続
）＝
髙
階
義
和
（
第
１

分
団
団
員
）、 

髙
橋
律
雄（
第
５
分
団
団
員
）、 

佐
々

木
直
人（
同
）、 

伊
藤
誠（
同
）、 

斉
藤
英
人（
第
６
分

団
班
長
）、 

高
橋
誠
治（
第
７
分
団
団
員
）、 

畠
山
友

輝（
第
８
分
団
団
員
）、 扇
田
貴
文（
第
９
分
団
団
員
）、 

大
久
保
勝
則
（
第
10
分
団
団
員
）、 

後
藤
德
康
（
第

11
分
団
団
員
）、  

本
間
貴
視（
同
団
員
）傳
野
利
一

（
第
12
分
団
団
員
）、  

中
山
竹
志（
第
13
分
団
団
員
）

【
美
郷
町
消
防
団
長
表
彰
】

▼
精
勤
章
（
３
年
以
上
勤
続
）＝
加
藤
拓
（
第
１
分

団
団
員
）、  

髙
階
秋
男
（
同
）、  

髙
階
直
哉
（
同
）、

室
谷
真
樹（
同
）、  

後
松
達
哉（
第
３
分
団
団
員
）、

鈴
木
亮
太（
第
６
分
団
団
員
）、小
松
竜
童（
同
）、荒

田
直
樹（
同
）、  

湯
川
学（
第
７
分
団
団
員
）、
坂
本

和
徳（
第
８
分
団
団
員
）、 

吉
田
誠（
同
）、 

伊
藤
栄

樹（
第
９
分
団
団
員
）、澁
谷
武
志（
第
13
分
団
員
）

【
美
郷
町
長
表
彰
】

▼
優
良
分
団
表
彰
（
無
火
災
分
団
）＝
第
４
分
団
、

第
５
分
団
、  

第
９
分
団
、  

第
13
分
団
、  

第
14
分
団

▼
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
出
場
隊
表
彰
（
第
50
回

秋
田
県
消
防
操
法
大
会
に
お
け
る
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
第
３
位
入
賞
）＝
第
２
分
団
（
深
澤
大
地
、

田
沢
悟
、  

戸
沢
幸
浩
、  

坂
本
竜
也
、  

細
井
誠
真
）

▼
感
謝
状（
退
団
者
・
20
年
以
上
勤
続
）＝
照
井
進

（
元
分
団
長
）、  

後
藤
信
雄
（
元
副
分
団
長
）、  

佐

藤
龍
輝
（
元
部
長
）、  

大
越
正
廣
（
元
班
長
）、  

泉

修
逸
（
元
団
員
）、  

藤
岡
政
好
（
同
）、  

畠
山
賢

（
同
）、  

加
藤
民
昭
（
同
）、  

髙
橋
利
道
（
同
）、  

藤

岡
美
氣
男
（
同
）、  

泉
谷
幸
三
郎
（
同
）、  

佐
藤
文

雄（
同
）、  

大
久
保
繁（
同
）

【
秋
田
県
知
事
表
彰
】

▼
有
功
章
＝
佐
々
木
明
男（
第
２
分
団
班
長
）

▼
永
年
勤
続
功
労
章（
40
年
以
上
勤
続
）＝
奥
山
幸

誠（
第
５
分
団
分
団
長
）、  

照
井
正
明（
第
14
分
団

分
団
長
）

▼
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
勤
続
）＝
照
井
勇
一

（
第
３
分
団
分
団
長
）、  

伊
藤
勉
（
同
班
長
）、  

髙

橋
正
俊（
第
４
分
団
団
員
）、  

山
崎
和
生（
第
７
分

団
班
長
）、  

斉
藤
一
夫（
第
12
分
団
分
団
長
）

▼
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）＝
髙
橋
誠
喜

（
第
２
分
団
部
長
）、  

杉
澤
雅
英（
第
３
分
団
団
員
）、

髙
橋
強
志（
第
５
分
団
班
長
）、  

辻
清
己（
第
７
分

団
部
長
）、 

深
沢
修
一（
同
班
長
）、 

前
田
豊
実（
同

団
員
）、 

佐
藤
一
間（
同
）、 

斉
藤
昭
雄（
同
）、 

坂
本

政
一
郎（
第
８
分
団
班
長
）、  

佐
々
木
吉
則（
第
12

分
団
部
長
）

▼
永
年
勤
続
章（
25
年
以
上
勤
続
）＝
高
橋
信（
第

６
分
団
団
員
）、  

藤
井
但（
第
８
分
団
団
員
）、木
村

隆
悦（
第
11
分
団
部
長
）、  

木
村
恭
一（
同
団
員
）、 

大
類
正
（
第
12
分
団
班
長
）、 

髙
橋
茂
（
第
14
分
団

班
長
）

▼
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
勤
続
）＝
田
口
敏
彦

（
第
４
分
団
団
員
）、 

髙
橋
勝
也（
同
）、 

本
間
満（
第

５
分
団
班
長
）、 

武
藤
誠
一（
同
団
員
）、 

武
藤
孝
雄

（
同
）、 

鈴
木
信
広
（
第
７
分
団
団
員
）、 

後
藤
一
実

（
同
）、 

小
西
正
美
（
第
８
分
団
団
員
）、 

坂
本　
助

（
同
）、 

坂
本
裕
喜
（
同
）、 

佐
々
木　
弘
（
同
）、 

田

口
計
介（
同
）、 

耕
田
誠（
第
９
分
団
班
長
）、 

三
輪

広
行（
同
団
員
）、 

信
濃
一
男（
第
10
分
団
団
員
）、 

田
中
俊
明（
同
）、 

小
林
予
勝（
第
14
分
団
班
長
）、 

照
井
良
美（
同
団
員
）

【
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

▼
勤
続
章（
10
年
以
上
勤
続
）＝
戸
澤
清
信（
第
２

分
団
団
員
）、 

坂
本
竜
也（
同
）、 

髙
橋
司（
第
３
分

団
団
員
）、 

加
藤
敏
博
（
同
）、 

樽
川
竜
広
（
同
）、

　
美
郷
町
公
民
館
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、
大

曲
仙
北
広
域
消
防
本
部
「
消
防
太
鼓
隊
」

の
皆
さ
ん
が
力
強
い
演
奏
を
披
露
。

　
続
く
式
辞
で
は
、
松
田
町
長
が
「
近
年
、

全
国
各
地
で
集
中
豪
雨
や
土
砂
災
害
な
ど

の
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
る
。
日
ご
ろ

か
ら
地
域
住
民
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
持

つ
消
防
団
の
組
織
力
・
対
応
力
は
、
災
害

時
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
新
年
を
迎
え
、
心
新
た
に
町
民
の
安

全
・
安
心
に
対
す
る
負
託
に
応
え
て
い
く

こ
と
を
誓
い
合
い
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

髙
橋
正
尚
団
長
は
「
今
年
４
月
に
は
消
防

団
の
再
編
が
行
わ
れ
る
。
再
編
は
、
１
分

団
当
た
り
の
団
員
数
の
増
加
と
区
割
り
の

見
直
し
、
初
動
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と

が
最
大
の
目
的
。
『
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
』
と
い
う
郷
土
愛
護
の

精
神
の
も
と
、
教
養
や
訓
練
を
積
み
、
新

た
な
決
意
を
持
っ
て
一
層
の
精
進
を
し
て

ほ
し
い
」
と
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
消
防
活
動
で
功
績
の
あ
っ
た

98
名
、
６
団
体
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
第
２
分
団
班
長
の
佐
々
木

明
男
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
は
出
席
者
全
員
で
万
歳

三
唱
が
行
わ
れ
、
今
年
一
年
の
防
災
の
誓

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

月
４
日
に
美
郷
町
公
民
館
で
平
成

26
年
美
郷
町
消
防
出
初
式
が
行
わ

れ
、
町
消
防
団
14
分
団
の
2
8
4

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
式
典
に
先
立
ち
美
郷
総

合
体
育
館
リ
リ
オ
ス
前
で
開
催
さ
れ
た
観
閲
式

で
は
、
松
田
町
長
ら
が
観
閲
す
る
中
、
各
分
団

員
に
よ
る
力
強
い
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

月
４
日
に
美
郷
町
公
民
館
で
平
成
26

年
美
郷
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、

町
消
防
団
14
分
団
の
2
8
4
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
式
典
に
先
立
ち
美
郷
総
合
体
育

館
リ
リ
オ
ス
前
で
開
催
さ
れ
た
観
閲
式
で
は
、

松
田
町
長
ら
が
観
閲
す
る
中
、
各
分
団
員
に
よ

る
力
強
い
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
表
彰
者 

（
敬
称
略
）

安
全・安
心
の
誓
い
を
新
た
に

美
郷
町
消
防
出
初
式

1
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